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概 要

本研究では鳥取県東部のスギ人工林からスギ木材中のリグニンを強力に分解する白色腐朽菌を単離

し、木材の糖化を促進する新しい生物化学処理につながる技術の開発に取り組んでいます。これまでに

１次スクリーニングからスギ材中のリグニン分解力の強い２菌株を分離し、遺伝子解析から種を同定

し、現在その機能の解析を行っています。海外の菌に負けない有用微生物を鳥取から見つけ出すことを

目標にしています。
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新エネルギー技術開発・導入 プレゼンタイ
スギは広葉樹に比べてリグニン

含量が高いために糖化されにく

いが、本研究で採取されたスギ

林由来の Pholiota lubrica （チャ

ナメツムタケ）、広葉樹由来の

Piptoporus soloniensis (シロカイ

メンタケ）、Trichaptum biforme

（ハカワラタケ）は比較対象とし

た C. subvermispora に比べてス

ギ木粉糖化の促進効果が認め

られた。これらの機能について

詳しく解析を進めるとともに、さ

らなる有用菌株の分離も引き続

き行っている。
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